
LibrariE クラーク高校の活用事例
クラーク記念国際高等学校 教務・進路部



クラーク記念国際高等学校の
紹 介

日本で初めて “全日型教育” を開始

１９９２年４月 広域通信制高等学校とし

て、日本で６番目２５年ぶりの認可をうけ

創立。全国に１万１千人の生徒が在籍する

日本で一番、生徒数が多い高等学校

クラーク記念国際高等学校 とは
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日本で一番大きな高等学校
クラークは３４都道府県+オーストラリア
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オーストラリア
キャンパス

沖縄

茨城宮城岩手秋田北海道

大分長崎

鹿児島熊本

東京千葉埼玉群馬栃木
在籍生徒
1万1千人
以上

国内最大の
高等学校

佐賀福岡愛媛香川

神奈川 富山長野愛知静岡

岐阜 兵庫大阪京都奈良

岡山 徳島山口広島鳥取

ケアンズ

スプリング
フィールド



広域通信制高等学校としての
課 題

• 教育水準の標準化

①通常授業

②基礎学力の定着

③進路に応じた応用学習

• タイムリーな１対1の対応
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ＷＥＢ環境による教材配信と
その履歴に基づくコーチングの強化
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平成16年から運用開始。
平成26年４月、マルチデ

バイス化と学習コンテン
ツの充実を目的に構築。
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①高校卒業単位取得
に向けての学習

②基礎学力の定着
③大学受験に向けて
の学習の型の定着

④予備校授業の視聴
⑤その他授業、進路指
導で利用できる素材
の共有

全コンテンツ、繰り返し
何度も学習できる。
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ＩＣＴ教育の推進への取り組み

【全日型通学生】

平成30年４月入学生から

生徒がiPadを持ち学習活動が始まる。
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改めて

自宅学習の見直しと強化が必要

学習習慣の定着へのアプローチを再考
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高校学習範囲に対しての
学習習慣

読書習慣
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電子図書館

LibrariE
の導入 1,187ライセンス

7,008冊導入
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電子図書館

LibrariE
の導入

LibrariEの貸出ルール

生徒貸出冊数：最大３冊

生徒貸出期間：１４日間

-------------------------------------------------

教員貸出冊数：最大５冊

教員貸出期間：１４日間
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LibrariEの運用実績・課題・活用促進



LibrariEの運用実績①
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LibrariEの運用実績①
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LibrariEの運用実績①

• 平成30年度5月より運用を開始

• 開始当初は物珍しさとログイン確
認から、爆発的にログイン数が伸
びたものの、7月を境に低下。

• 夏休み期間はさらに低下。
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LibrariEの運用実績②
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LibrariEの運用実績②

• 使用者が偏っている

• 1回、2回ログインしてみた「だけ」の
生徒が多い。

※ＬｉｂｒａｒｉＥの活用頻度は高校生の
学校図書館の活用頻度と同等か若
干多い程度〔約18％〕
（子どもの読書活動の実態とその影響・効果に関する調査

研究報告書／国立青少年教育振興機構調べ）

18



LibrariEの運用実績②
生徒の声
・英検の問題集や参考書をよく
使っています。本当は本を買おう
と思っていたけれどライブラリエ
を見たらちょうどいいのがあった
のでこれを使ってます。勉強以
外も興味のある心理や看護系の
本をよく見ています。この電子図
書館がwebキャンパスに追加さ
れて嬉しいです！（さいたま）

・本に対する感想やコメントを掲
載できる機能があったら面白そ
うだと思います。（千葉）
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運用に当たっての課題

⓪ ログインできない…

① 生徒の認知度が低い…

② いつ覗いても同じ…

③ 読みたい本がない…
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課題に対する施策

⓪ ログインを簡単に！

① 生徒の認知度をUP！

② いつ見ても新しい発見

があるHPに！
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施策０

WebキャンパスからLibrariEへ直通
生徒のログインの手間を省き、

パスワード忘れを解消する。

「シングルサインオン」
システムの導入
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現実と課題

⓪ ログインできない…

① 生徒の認知度が低い…

② いつ覗いても同じ…

③ 読みたい本がない…
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施策Ⅰ・Ⅱ

クラーク「教科部会」

との連携
全国に30キャンパスあるクラーク高校におい
て、教科指導を極めた教員で構成する組織。

国語・英語・理数・地歴公等・保健体育・商業
情報・キャリア教育 の７区分。

24



施策Ⅰ

全キャンパスを巻き込んだイベントを実施

※H30年度は実施キャンパスを限定して試行

「ブックトーク甲子園」
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施策Ⅰ
〔概要〕

LibrariE内の本を読み、紹介文（文章・イラスト・
動画等、表現方法は自由）を作成。

生徒の投票により、最優秀賞を決定。

最優秀賞のトークはLibrariEの「独自資料」を活
用してLibrariE内で発表する。（国語科教科部会）
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施策Ⅰ
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施策Ⅰ
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施策Ⅰ
この他にも〔独自資料〕を活用し、生徒の活動を
発表予定

「スーパープレゼンテーション」
⇒キャリア教育の一環として、SDGs(*)に

取り組み、全国のキャンパスで成果を競う

（キャリア部会）

(*)SDGs：持続可能な開発目標 2015年9月の国連サミットにて採択
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施策Ⅱ

生徒と共にLibrariEを創造する

「デザイン甲子園」
クラーク高校の生徒たちが育てた野
菜を使ったレトルト食品のパッケージ
をデザインするコンテスト（地歴公等部会）

平成２７年度：

とうもろこし
パッケージ

平成２８年度：

レトルトカレー
パッケージ

平成２９年度：

レトルト
ミネストローネ
パッケージ
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施策Ⅱ
〔概要〕

TOPページの画像デザイ

ンを生徒から募ることで、

LibrariEの制作に参加さ

せ、「自分たちの図書館」

であることを実感させる。
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施策Ⅲ

いつ見ても同じ本しかない・・・

という状況を作らない！

購入方法を変更
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施策Ⅲ
〔概要〕

資料の年度末一括購入と並行して、
生徒のリクエストを元に、

毎月新刊を購入する。
※11月より追加購入開始予定
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施策Ⅲ

生徒の「読みたい」を刺激する

生徒の声を拾い上げる

「リクエストコーナー」
（バナー）の設置
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施策Ⅲ
〔概要〕

TOPページに、リンクを

貼れるバナーにOffice

Formsを連携させ、

生徒が読みたい本を

公募する。
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現実と課題

⓪ ログインできない…

① 生徒の認知度が低い…

② いつ覗いても同じ…

③ 読みたい本がない…
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次なる課題

① 担当教員の負担増

② 資料管理が煩雑化

③ 教科指導との連携
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次なる課題への施策

①②生徒会活動と連携した
資料管理の方法を検討中。

③教科部会・教務分掌と連
携し、活用法を検討。
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ご清聴ありがとうございました。
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